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英国における地球科学∴自然環境研究

その2:NERC本部,研究所および胃ソドソ大学訪問記

服部仁1)

雲｡1NERC本部を支え動かす人間模様

カウンシル構成員(第1-1表)は年に何回か定例会

議に出席するだけでNER-C本部には常勤しない.

こうしたカウンシル構成員が英国内外の科学の権威

からなっているのは驚くにあたら狂い.しかし日本

の官庁人事の慣習にならされているものにとって理

解し難いのは,本部に常駐する人達の経歴である.

第一線で活躍する科学老が本部へ動員され,

NERCを活性化し,英国科学技術政策を担当して

いるのである.その動員とは,原則として2年間

以内に限ったSecondmentという制度によってい

る.

Secondmentは,英国や国連機関での常用語であ

り,動詞のsecondを含めて,公務員･将校･士官

などが短期問現職を離れるか仮解任されて,特定任

務のため配置換えになることを意味する.今回,

NERC本部で面談した科学者には,Secondmentに

よる人,Secondmentが長びき研究所や大学へ戻れ

なくなり科学研究をあきらめてプロパｰになった

人,また国立研究機関てがってSecondmentによ

り2か年間NERC本部に勤務し,本来の研究に戻

れた人などがおられ,多様な人問模様に接すること

ができた.

日本にも似たような制度がある.研究者が1年

近くおかみの上級官庁に勤務することである.多く

の場合,併任辞令が出され霞ヶ関へあがるわげであ

るが,給料は所属研究所から支給され,いわゆる手

弁当によって動員される.仕事の内容も責任範囲や

地位もあいまいで,アノレバイトに近い便利屋として

使われているのが実情ではないか.NERCへの

Secondmentのように正式職員として全責任を負わ

され,科学研究政策･自然環境研究の方向づけ立案

･評価などを行う職務と比べて,日本の場合の研

究者併任制度は似て非なるものといえよう.

以下,彼らの仕事を紹介することにより,

NERC本部活動(第2-1図)の一端とその雰囲気を伝

えてみたい.ただし登場人物の寸描は,短時間の面

談と直観に基づいたため実像からかけ離れて誤った

ものにたっている恐れがあり,あくまでも個人的印

象記に過ぎたいことをお断りしておきたい.

◎クリス･ニアリｰ博士(ChrisNeary;写真2-1)

NERCコｰポレイト総局マｰケティングの責任

者.英国政府の行政機構･科学技衛政策,直面して

いる問題について丁寧に説明して下さった.正味

1時間の面談のあと,NERCロゴマｰク入り特製ネ

クタイをプレゼントされた.1986年までは英国地

質調査所のマｰケティングの責任者であった.ロソ

ドソ大学においてマｰケティングを本格的に学ばれ

たそうで,現職のまま,ロンドソビジネススクｰル
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第2-1図NERCの使命および目標を表すインパクト図
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1)地質調査所地質部

キｰワｰド:イギリス,N亙RC本都,プリマス海洋研究所,水

文科学研究所,回イヤル八日ウェイ･ベッドフォ

ｰド新カレッジ
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服部仁

写真2-1ニアリｰ博士とその研究室

のフェロｰで教壇にも立つそうである.

コｰポレイトマｰケティングの責任者にたって

2年半たち,科学技術政策の研究を進めだから,

NERC傘下の国立研究機関･大学の研究成果の宣

伝,とくに,他省庁への技術移転(TT:Transferof

Techno1o駆)を積極的に促進し,さらにカストマｰ

探しによって共同研究を組織･育成し,研究費援助

を行うというものである.以下は,彼の業務の実

例:技術移転のためにはセミナｰ,ショｰ,大展示

会などによって交流を盛んにする;海岸線保護の

問題では,英国地質調査所(昆GS),大洋科学研究

所デｰコソ研究所(IOSDL),陸上生態学研究所

(ITE)からの研究者でチｰムを作り,海水準変動の

共同研究を実施する;大学と研究所間にもたくさん

の共同研究を組みコミュニティプログラムとして発

展させる;これらの共同研究に必要な承認をとるた

めカウソシノレ会議への解説･説得の働きがけ,カス

トマｰとなる他省庁と折衝し,共同研究体制を支援

する.

氏は,各国の科学技術政策に通じておられ,

1981年つくばを訪間したことがあり,東京で通商

産業省の方にも面談しておられる.英国内外の人脈

を縫いつつ身につけられた幅広い経験がにじみ出る

ような話ぶりであった.その温厚なお人柄から淡々

と次々にお聞きすることができた.

人事異動:教育科学省と国立研究機関･大学との間

で科学者の交換はよく行われる.しかしNERCと

の問で交換は極めて少なく,たいていSecond-

mentの形で科学者を登用している.

職能別人事:NERC本部に働く科学者は,①管理

する行政官としての｡areer(5,4,3…等級)と,②専

門家としてのspecia1ist(7,6等級位)の2種に区分

される.②から①へのトランスファｰは難しく数え

られるほどの発令しかないそうである.

新規特別トピックス研究:各種共同研究のうち,最

も革新的で将来性に夢を求める基礎研究を促進する

仕掛を行う.たとえほ,前に紹介したrカンブリア

紀生物の環境変化の対応｣の課題の場合,古いタイ

プの地質学者･古生物学者と環境生態学や遺伝子生

物学者とを接触させて,その討議に加わり研究の進

展,とりわけ古いタイプの地質学者の反応を観察す

るのはとても面白く楽しいこと,とおっしゃった.

廻C市場統合への準備:氏が中心となってまとめた

次の報告書は,私の心に痛く突き刺さるものがあっ

た･題して“TheEuropeanHigherEducationIn-

��特����������楮��������
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ketingNov.1991.農産物･工業製品などヨｰロッ

パに生まれつつある広域経済圏について,英国は

EC市場統合を目前にして多数の将来動向予測を研

究しているのは当然であろう.しかし大学教育につ

いてまで具体的ケｰススタディを進め,EC市場統

合によってNERCの受ける打撃,大学生･留学生

の英国離れの危倶を予測し,その対策を立セようと

いうのは想像の域をはるかに越えていてショックで

あった.1980年代終わりに,英国大学の地質学科

再編成がなぜ断行されねばならたかったか(31),

理由の一端がうかがえるのである.

◎ロバｰツ夫人(MrsRoberts;写真2-2)

30分間の面会予定時間が20分に切りつめられた

ため,準備された手書きメモに従って,猛烈なスピ

ｰドで陸上･淡水科学総長局の状況を解説された.

近目中,彼女のボスの総長ティソカｰ博士(P.B.

Tinker)が交代になるけれども,副長の彼女が完壁

に全体を把握しているので,路線の大きな変更は起

こらない,という噂の超実力者.さらに外野意見で

は,同夫人は類いまれな出世街道を走った人で,も

と第一線の科学者であって,NERC本部に加わっ

てから研究現場へ戻れなくなった人のなかで行政官

にたった極めつげの珍しいケｰスという.

話の隙間をついていくつかの質問を挟んだ.とて

も良い質問です,と私をほめつつ解説していただい

たのは次の2点.①｢研究はトップダウンではや

れない,ボトムアップです｣すなわち,たくさんの
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写真2-2ロバｰツ夫人と筆者

昼食時,NERC本都レストラン内にて.

写真2-3

同氏研究室にて.

研究計画が採択されるまでの過程をお聞きしたとき

の答え.その他大型機器購入要求たどを含めて,担

当の総長局内部において,専門家が十分に理解･分

析した上で,各種委員会･協議会･諮問評議会たど

へ提案し承認を得るため全力を挙げる.会議構成員

には繰り返し繰り返しブレインストｰミングのよう

に説得するが,しばしば年月を要することがある.

研究課題や成果について外部の意見･一般からの圧

力は強いが総長局で対処する.②複数研究機関･大

学問の異分野にわたる基礎的共同研究を組織するこ

とは他の総長局と同じ.とくに土壌･植物中の有害

物質の環境アセスメントは急務であるが,基礎的研

究の成果を一般へ還元(T.T)するのは時間がかか

る.以上のような経緯から“TheGreenLight''や

TIGERの計画が策定されているという.

◎卜二一｡マイヤｰ氏(TonyMayer;写真2-3)

今回私のNERC本郡や傘下研究所訪間のための

スケジュｰル作りなど,すべてを采配されたコｰポ

レイト総局の極地科学･国際部門の責任者.海洋地

質学者で日本に何人か知人がいるという.ただし,

2か年間の予定でNERC本部にsec㎝dmentで出

たが,戻れたくなってしまいNERC本部のプロパ

ｰになった.

NERC,教育科学省,取り巻く他省庁との関係,

研究予算･人員配置･将来構想などを解説していた

だいた.日本との関係では,日英科学技術協力の会

議等の英国側事務局を担当しておられる一現在,日

英間に科学技術協定は結ばれていないが,両国問で

定期協議が開かれており,ラウンドテｰブルおける

英国側の常任メンバｰ.会議のたびに,日本代表メ

ンバｰが交代になっているので日本側とのコミュニ

1992年12月号

写真2-4ステインソｰプ博士

昼食後のお茶のとき.

ケｰションが大変のよう.

◎アンディ･ステインソｰプ博士(AndyStain一

助r脾;写真2一連)

大学院で博士号を取得直後,NERC本部へ入り,

コｰポレイト総局のマイヤｰ氏のもとで活躍中,日

本の私との連絡や呈英国滞在中のスケジュｰル調整

などを担当した.新観提案の研究課題評価や上部へ

の説明,多種の異分野にわたる特別トピックス計画

の立案･推進などの仕掛人.

◎ハリスさん(雌ssRowe雌M.Ha鮒{s;写真2-3)

NERC本部のコｰポレイト総局の責任者で,最

高の実力老でありながらとても柔和なお人柄,普通

の事務員の感じを懐かせる.超多忙のため面談する

時間はとれず,昼食時に話し込んだ程度.�



一60一

服部仁

◎ジム･ブライデン教授(J.C.Briden;写真2-5)

Leeds大学から1986年3月里N腿C本部地球科

学総長に就任された.古地磁気研究の分野で日本人

研究者に知已が少なくたい.英国大学･国立研究機

関における地球科学分野全般にわたっての研究を束

ね推進する最高責任者.多くの英国地球科学者から

信頼を得ておられる小柄で誠実な感じの方.英国地

質調査所は昔ブライデソ教授の指揮下にある.

互9野牛蜘月費光における碗P会議に出席された

折り,短い滞在中にもかかわらず,英国大使館,外

務省,通商産業省,工業技術院のルｰトを通じて,

つくば市の地質調査所を訪間され,r英国における

地球科学研究の窮状｣のタイ;一ルで約五時間講演

された岳今回お会いしたのは貰亘豆C本部において

では次く芋英国地質調査所本部において会議出席前

の約夏時間2G分ゆっくり話すことができた由

まず言狛89年3月英国への公式招痔を受けなが

ら実現できたかった非礼をわびた由冒本地質調査所

の置かれている行政機構,内部組織,多様な予算メ

カニズムを解説し,今後のNERCおよび傘下の研

究所,とくにBGSとの研究交流の促進方法を打ち

合せた.ブライデソ教授の関心が,日本の人口曲国

土一経済力に見合った地質調査所の規模でなく芽小

さくかつ蝿更C地球科学総長局下の研究者数一業

務と比べて華冒本はその3分の五位にしか当たら

たいことにあり｡驚きを感じられたようだ､この点

について私なりの意見を申し上げておいた.すなわ

ち,日本全体の地質学(地球科学の一部門)はポテソ

シアルが極めて大きく,このことは,省庁別の国立

研究機関･大学･企業体･コンサルタントなどに分

写真2-5ブライデソ教授

英国地質調査所本都貴賓室で.

赦しているものの,各種学協会の会員数の多いこと

からも判断できること.地質調査所のかつての調査

研究業務は,特殊法人(原子燃料公社凸金属鉱物探

鉱融資事業団･石油開発公団･新エネルギｰ総合開

発機構など)ができるたびに一部移行され,予算･

人員減少をきたしていることなどを伝えた.

英文の工業技術院班ST篶91のパンフレット紹

介の折り,院長には地質調査所長の石原舜三が就任

した旨伝えると芽数年以上にわたり研究協力問題で

進展していない背景もあり,両国のEa竹h

Sciencesのための何かしなけれぼ,とのコメント

がついた.

碧.2水文科学研究所(IH:InstituteofHydro-

���
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この研究所は,自然環境研究機構(NERC)傘下の

陸上･淡水科学部門4国立研究所のうちの一つで,

河川,湖沼,ダム,砂漠地帯などの地表水研究を担

当する.本所はウォｰリソグフォｰド(Wa11ing-

ford)にあり,そのほか西ウェｰルズにプリンリモ

ン分室(P1yn1imon0価｡e),スコットランド高地に

バノレクヒドン観測所(Ba1quhidden0相｡e)が置かれ

ている.本所は,ロソドソ西方約100kmオックス

フォｰドに至る途中にあり,テムズ川上流域に位置

する(第2-2図).英国国鉄(Britrai1)ロソドソのバデ

ィソグトソ駅(Paddington)からブリス上ル

(Bristo1),カｰディフ(Cardi田,スウォソジｰ

(Swansea)行き特急(Intercity)に約45分乗りDid-

cotParkway駅に着き,そこから約10分間のタクシ

ｰで水文科学研究所に至る.この研究所の隣接別棟

には,英国地質調査所水理地質学研究部に属する大

部分の研究者カミ働いている.

水文科学研究所は,211名の職員(研究110名,研

究補助38名,事務官63名一1992年2月,一部非常勤

職員を含む)からなる.1991/92年度の予算額は650

万ポンド(約16億円)である.おもな研究活動は,

地域,国および地球規模のそれぞれで,環境問題に

地質ニュｰス460号�
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第2-2図

テムズ河上流域に位置する永文科学研究所

�㌩

対応するため,気象,洪水,土壌,砂漠化,気候変

化のインパクトを含めた広視野の水文科学をカバｰ

する.他の研究機関,大学,外国機関を加えた共同

研究が活発に行われている.とくに地下水を担当す

る英国地質調査所と密接な共同研究のほカ㍉環境

省,農漁食糧省,自然河川局,ECなどからの依託

研究,さらに外国を含む多種のコンサルタント業務

も行っている.フィｰルド研究と数値モデル研究を

主とするため実験施設は多くない.

すべての研究室･実験室には電算機端末が導入さ

れ,完成された水資源情報システム(WIS:IH's

WaterInfomationSystem)が利用される.このシ

ステムには時間軸を加えた4次元地理学情報システ

ム(GIS:Geographica1InformationSystem)が機能

していて,地域ごとの水質管理,漁獲量,降水量だ

との時系列デｰタを提供する.WISはICL(Inter-

nationa1ComputersLtd.)によって構築されたが,

現在その運用は富士通に引き継がれている.

水文科学研究所の研究業務解説と所内紹介をして

下さったのは,副所長のトニｰ･デブニｰさん(A.

G.P.Debney)と洪水予測数値モデル専門家のマイ

ク'アックノレマン博士(M.D.Acreman).マイク

は2か年間NERC本部へのsecondment勤務を終

えて本来の研究に戻って間もないところだった.片

道約1時間半以上かけてスウィソドソのNERC本

部へ通勤して行った仕事内容をマイクから聞くこと

1992年12月号

写真2-6(上)

(下)

フックルマン博士とロビン･ハバｰト博

士

(R.Herbert,英国地質調査所水理地質

学,0DAアドバイザｰ).水文科学研究

所近くのパブで昼食.香りの強いドラフ

ト･ビｰルを楽しむ

100年以上も古いバブ

暖炉に薪がくべられ,近隣の老夫婦がゆ

っくり昼食をとる.パブの隣りに町の小

学校が建っていて,日本では考えられな

い生活環境というと,お二人はにっこり

微笑

ができた(写真2-6).

所長ウイルキソソソ教授(W.BrianWi1kins㎝;

写真2-7)には1年ほど前つくばでお会いしていた

が,今回は,会議の都合上ゆっくりお話してきたか

った.同研究所ロゴマｰク入り特製ガラス文鎮など

たくさんのお土産をくださった.�



一62一

服都仁

雲｡3プリマス海洋研究所(PML:P1ymouth

��楮�慢�慴��

鱗

禦躯鰯畿

鰯1蟹巌鍵

握魅蟹錐⑬野

■

蝿麹触膨叡重麺曲鯉魍璽鴫磁爵讐蔓㊧竃鵡施｡⑲盟簸磁里

この研究所は華自然環境研究機構(NERC)傘下の

海洋中大気科学部門8国立研究所のうちρ一つで,

現組織になってから3年たっている.この研究所

は西イングランドのイギリス海峡,チャネノレ諸島を

挟んでフランスのブリタｰニュ半島に面する小高い

丘2か所(可e§tHoe;Citade1Hi11),プリムス港を

見おろす所に置かれている｡ロソドソからこの研究

所に行くには,2通りの方法がある.一つは,英国

霞鉄ロソドソのバディソグトソ駅からペンザンス

(Penz狐｡e)行き特急に乗り約1δO分でプリマス駅に

着く.飽の方法は､ヒｰスロｰ空港から国内線約

1時間でプリマス空港に着き,そこからリムジンバ

スに乗りプリマス市センタｰに移動.どちらの場合

もそれぞれタクシｰを利用し約10分問で研究所に

至る.シタデル(Citade1:城塞の意味)の建物は古

風堂冷たる偉容を誇り,1階は小さいながらも世界

屈指の水族館として知られており,その2･3階が研

究所として使われている.

プリマス海洋研究所は,150名の職員(研究者100

名,補助者36名,事務職14名:1991年5月)からな

る.1991/92年度の予算額は585万ポンド(約14億

円)で,その大半は他省庁依託研究によってまかな

われる.おもな研究活動は,沿岸,湾内,河口,外

洋における有機物質および無機物質,とくに有害成

分･元素の化学を総合的に研究,わけても分子･遺

伝子レベルの生物化学的研究は世界中から注目さ

れ,多くの著名な学者が共同研究などで訪れてい

る.

大型研究プロジェクトでは,生物地球化学的大洋

フラックス研究(BOFS:Biogeochemica10cean

F1uxStudy),北海沿岸プランクトン異常発生,環

境金属毒性研究(第2-3図),細胞およ'び分子生物学

･遺伝学(写真2-8)たどがあり,そのほか小規模の

個別研究がたくさん行われている.今回案内して下

写真2-7水文科学研究所長ウイルキソソソ教授(右端)

1991年2月つくほ訪問時(広山禎子氏提供).

左から筆者,マザｰ教授及び科技庁フェロｰ

のマッカイ博士

さったのは次長マイク･ウイットフィｰルド博士

(Michae1Whit丘e1d;写真2-9)ほかプロジェクト･

リｰダｰ･5名の方冷(写真2-10,■1).日本列島沿

岸域における汚染地図をのせた日本の新聞スクラッ

プを見せられるなど,日本における海洋生物科学の

現状を皆さん良く把握しておられるのは驚いた.こ

のプリマス海洋研究所の立地する港は,大英帝国繁

栄の基礎を固めた海外飛翔の拠点であり,1620年

のメイフラワｰ号の出航地として歴史に名を残すゆ

かりの土地でもある.もちろん海洋調査船はこの港

を基地にしている.私が訪間した時は,あいにく霧

に包まれ港は全く見えないばかりか,ゲイル(ga1e)

に見舞われた.プリマス空港着陸が1時間半も遅

れた上,ロソドソヘの帰路は欠航の恐れのため鉄道

に切り替えざるを得たかった.半目の滞在予定が

4時間程に短縮されてしまい,多くの方が準備して

暖かく迎えて下さったのにもかかわらず,駆け足見

学と協議にたってしまった.NERC本部の特別の

計らいにより,私の研究とは全く違う専門分野にお

ける,自然環境研究に大胆にチャレンジしているそ

の最先端の成果に接することができ,目からうろこ

の落ちる思いがした.

碧.4ロイヤルハロウェイ･ベッドフォｰド新カ

レッジ(RHBNC:Roya1Ho11owayandBedford

��漱�来��癥�楴�晌潮摯温

このカレッジは,1985年8月1日新たに設立さ

れたもので大口ソドソ圏に西隣するエガム

地質ニュｰス460号�
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Mawd曲節

プリマス海洋研究所次長ウイットフィｰルド

博士とトニｰ･ステビソグ博士(A.R.D.Steb-

bing;写真左側)

トニｰは貝殻の厚さ変化から沿岸河口域の汚

染監視モデルを考察する海洋生物学者凸

6葦寡2蟻藪⑪4◎50

佃蝿/聾

第2-3図太ブリテン島沿岸河口域における金属濃度分

布図の一例(35葦恥｡38)

マイク.ムｰア博士(M.Moore)

恵の内臓について分子･遺伝子レベルの生物

学的研究から環境汚染に敏感た要因を探る.

写真2-10

写真2-8

ファウジｰ･マソトウラ博士(R.FauziMa阯

���

CHn,NHn,Sg4だとの海水中交換反応から

汚染過程を検証する.

1992年12月号�
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､一

月～刮

㎜8i曲曲細目'

釦

第2-4図

ロイヤルハロウェイ･ベッドフォｰド新カレ

ッジの位置ヒｰスロｰ空港近くに位置する

(ロソドソ大学同カレッジ入学案内書).ロソ

ドソのウォｰタｰルｰ駅から快速電車35分で

エガム駅に着き,そこからバスでカレッジ人

ロペ

写真雲一班

アラン曲そジス博士(虹狐由泌破曲とディヴ

ィザタｰナｰ博士(David豆､丁蛆蛇夏;写真

右側)

ディヴィドは沿岸海域における堆積物･懸

濁物質中の極微量のプノいニウム(晦)を追

跡し呈移動のメカニズムを解臥原子力発

電所近海域における監視センサｰにな誉う

るか?

(Egh狐)にある(第2-4図)｡その開所式は至986年5

月1蝸エリザベス女王臨席のもと行われた咀この

カレッジは､濠ソドソ大学の有名なロイヤルハロウ

ェイカレッジとベッドフォｰドカレッジの二つカミ顧

合したもので,現在のキャンパスは,エガムにある

もとの濠イヤルハロウユイカレッジの帽建物(写真

2-12)を中核として周辺地区を取り込んだ約600m

四方の土地に,ロソドソのベッドフォｰドスクウェ

ア(BedfordSquare)にあったベッドフォｰドカレ

ッジが移入してきた秋こなっている.両カレッジと

妻1…

写真2一亙2

新カンッジの正門入口に立つ至獅年の歴史を

刻む創設者の建物

フランスｰシャトｰ様式で漢字の“日''型

回廊式に茂っていて､二つの大きな中庭を

擁する昔正蔵玄関寄りの中庭中央には治世

50周年を記念して1886年6月30胃ヴィクト

リア女王像が建立された.女王像後方から

正面玄関裏口を眺める.

もに女子カレッジとして発足したもので,1960年

代に入ってやっと男子学生の入学が許されだそうで

ある.余談であるが,ちょうどこの頃砂川一郎さん

地質ニュｰス460号�
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カミエガムのロイヤルハロウェイカレッジ留学の終わ

りの頃で,物理学教室トランスキｰ教授のもとで鉱

物の結晶成長,とくにダイヤモンドの研究をされて

いる一両カレッジの合併は,ロイヤルハロウェイカ

レッジ1886年創立のちょうど100年後にあたる.ま

た同時に,ロソドソ中心街にあったロソドソ大学の

三つの地質学教室がロソドソからの立ち退き計画に

よってこの新カレッジヘ移転している.したがって

大口ソドソ圏内には,地質学博物館のほか,地質学

関係のカレッジでは,バｰベックカレッジ(Bir-

kbeck),インペリアルカレッジ(Imperia1),ユニバ

ｰシティカレッジ(UniversityCo11ege,London)が

残っている.

しかも都合の良いことに,英国地質調査所がノッ

ティンガム･キｰワｰスの遠隔地へ移転したことと

比べると,この新カレッジの立地するところはロソ

ドソ西方約30kmのエガムであり通勤可能な距離

内といえよう.このカレッジヘ移転･合体した旧地

質学教室は,①BedfordCo11ege,②Che1seaCo1-

1egeおよび③King'sCo11egeである.

新地質学教室(DepartmentofGeo1ogy):新築され

たQueen'sB岬i1ding,すなわちNewEarthSci-

encesBui1ding内にあり,地理学教室が同居してい

る(写真2-13).そのほか隣接の広大な平屋別棟が

あり,大学院生の個室･各種研究室･実験室などが

写真2-13新カレッジのなかのロソドソ大学地質学教室

(右上から1)クイｰンズ･ピルの表通り.2

階建に見えるが,斜面に建っているので裏側

は3階建.どこが地上階(GromdF1oor,通

常は1階)で,2階と呼ぶのは1stF.か2nd

F.か.

(2)クイｰンズ･ピルの玄関口.地質学教室と

地理学教室の看板が並ぶ.写真の人は筆者.

(3)クイｰンズ･ビル玄関内の標示板.エリザ

ベス女王によって1986年5月16回開所され

たことを明示.立っている人はハｰバｰ先

生.

(4)地質学教室の事務室前の展示ガラス窓.染

色した砂粒を積層させ,その地層に応力を加

えて種々の変形バタｰンを創るモデル実験の

一例.

(5)地質学教室廊下の壁にでかでかと展示され

た切手と地質学の解説.日本では考えられな

い,切手に見る日常生活と地質学との結びつ

き.

1992年12月号�
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あり呈そのうちの広い面積をハｰバｰ先生(Anthony

JohnBarber)の東商アジア地質学研究所の関係者

によって占められている｡この地質学教室には,そ

のほかNERC直轄の全霞共同利用施設田設備があ

り,たとえば高性能固体質量分析計や宣恩賜賞

(Quee心底蝸rd)による夏硬質量分析計などが装

備されて優れた論文や最高水準の分析デｰタが世界

から注昌されている(写真2一夏逸)｡

/灘

麟簿簸茸

蟻鐵

地質学教室の構成

A.J.Smith主任教授(一般地質学:教室の創設者,

1992年春定年退官)

D.J.B1unde11教授(環境地質学,地球物理学,地質

工学:主任教授に就任)

J.D.Mather教授(流体プロセス,地下水,鉱物

学,地球化学)=Lye11Professor

K.R.McC1ay教授(地質構造,一般地質学)

R.A.Howie名誉教授(鉱物学,地球化学;造岩鉱

物の名著で知られている､

Minera1ogica1Abstractsの編集主幹)

A.J.Barberリｰダｰ(構造地質学,東南アジア地

質学研究所所長)=Reader

シニア･レクチャラｰ(SeniorLecturer):3名

レクチャラｰ:12名

地球化学だと教官:5名

以上が教官(teachingsta㊦であり,そのほか研

究助手が7名いてBSc,MSc後の学位論文とりま

とめのかたわら実験助手などを努めている.こうし

た研究助手のほかに,プロの研究支援,いわゆるワ

ｰクショップに働く方六がたくさんいて,研究と教

育支援の体制カミ整っている.

東南アジア地質学研究所(Geo1ogica1Researchin

SoutheastAsia):所長のハｰバｰ先生は,大学運

営に関わる教授とは異たり研究一筋に打ち込めるリ

ｰダｰである.英国の大学の組織･体制があまりに

も違っているので日本の教授と比較できないカミ,し

かし外部機関との関連は重要で,たとえばNERC

委員会委員になったり,外国諸機関･政府要人との

人脈などは極めて広くかつ太く,研究費獲得のため

積極的に対外折衝をされている.この研究所の運営

経費は教官の給与カミロソドソ大学から支給されてい

写真2-14最新鋭の分析機器とそれを駆使する教官たち

(研究補助職てたい)

(左上)高性能ICP質量分析計と3人の教官

(左からB.Gibson,K.Jawis,J.Wi11iamsの

3博士).

(左中)女王の恩賜賞(1990)による機器導入

の欠きたプレｰトが実験室入口に掲げてある.

(左下)炭素および酸素の安定同位体用質量分

析計は手作り.ワｰクショップの充実してい

ることがうカ､がえる.ディヴィド･マティ博

士(David.P..Mattey).
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るのでこれを除くと,行政事務官,研究助手2名,

4人のPh.D院生への俸給,野外調査などの必要経

費年間約23万ポンドを含め,約30万ポンド(約

7,200万円)はハｰバｰ先生によって集められる.そ

の資金源は,大学コンソｰシアム,英国政府

(NERC,ブリティッシュ･カウンシル,英国科学

院など),東南アジア関係国政府資金,0DA,石油

会社など約10か所に広がっている.

ハｰバｰ先生は,63才近くなった今も年間30～

40日間,自らの研究テｰマと大学院生指導のため,

東南アジアの地質調査や海域船上調査を行っておら

れる.この研究所はロソドソ大学に付置し,現在第

4次研究計画1991-1994が走っており,この地質学

教室の大半の教官が関与している.この研究所の研

究テｰマは英国中に知らされ,他大学からもPh.D

院生を公募している11テｰマに3～10倍の応募が

くるそうであるが,その魅力の一つは研究に必要な

諸経費は全額この研究所から支給され,一部の院生

(年間垂名)には給料が払われることであろう｡も

ちろん事ハｰバｰ所長の名声や教官スタッフヘの憧

れも吸引力の一つであろうがヨ驚くのはまだ早い,

大学院生に対してすら芋研究支援体制カミしっかりし

ているのである.

野外調査するためのビザや軍管理地域への立ち入

り許可あるいは現地調査補助員の手配,航空券･座

席予約まですべてこの研究所の行政事務官が処理し

てくれる.また,現地地質調査中,院生達の現在位

置や行動がファックスやテレックスによって研究所

へ逐一報告され,安全確保のためウォッチに腐心し

ているそうである.現在10名を超す大学院生が東

南アジア地域の構造地質学,変成岩岩石学などの研

究に参加しているが,驚いたことに4名カミ女性だ

そうで,男性と全く変わりたく自分独りに現地補助

員をつげてもらい,最小限2名で3～6か月ジャン

グルヘ入って,野外調査をしているとのこと.この

女性軍を評して,Barber'sBe11eとやゆしている.

参考文献はその1の末尾にまとめている.
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